
 

希学園 第 388 回 公開テスト 小 5 理科 2024 年 9 月 8 日実施 模範解答 (制限時間 25 分) 
 
 

 

 

 

 

 

 

１  

⑴ ウ ⑵ ウ ⑶ イ  

 

⑷ ① ア ② 温暖
おんだん

 
③ 温室 ④ 再生  

 

⑸ 22 枚  

 

２  

⑴ Ａ 5 (枚) Ｂ 5 (枚) Ｃ 6 (本) Ｄ 6 (本)  

 

⑵ Ｘ ア Ｙ イ ⑶ ① え ② あ ③ い ④ お ⑤ う  

 

３ ⑴,⑶,⑸①,⑹ 各順不同・完答 

⑴ あ，う ⑵ ☓ ⑶ あ，い，え  

 

⑷ え ⑸ ① あ，い，う，え ② え  

 

⑸ ③ ３ ⑹ １，４，５ ⑺ ウ  

 

４ ⑺ 12 時制指定 

⑴ こぐま 座 ⑵ あ ⑶ ウ ⑷ イ ⑸ ア  

 

⑹ 7 月 ⑺ 午前 5 時 ⑻ 70 度  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

［配点］１～３：各 3点×28 問＝84 点 ４：各 2 点×8 問＝16 点 計 100 点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

希学園 第 388 回 公開テスト 小 5 理科 2024 年 9 月 8 日実施 解説 

１ 

 (3) ナガサキアゲハは黒色で尾状突起がない。ア…クロアゲハ ウ…モンシロチョウ エ…カラスアゲハ 

 (5) 幼虫の重さの増加は，6700mg－440mg＝6260mg である。8 日間で出すフンの重さは 70mg×8＝560mg なので，幼虫が食べた葉

の重さは 6260mg＋560mg＝6820mg とわかる。植物Ｘの葉 1枚は 310mg なので，6820mg÷310mg＝22 枚を食べている。 

 

３ 

 電流は，次の図のように流れる。(電流が流れる部分を太線、流れない部分を点線で表す。) 

 

 

 

 

 

 

 ※ (2)は，乾電池の－極がつながっていないのでつかない。 

 

 

 

 

 

 

 (6) すべての豆電球を同じ明るさでつけるには，以下のような方法がある。 

  １．すべての豆電球を直列つなぎにする。→ 今回の回路ではつくることができない。 

  ２．すべての豆電球を並列つなぎにする。→ 今回の回路ではつくることができない。 

  ３．豆電球２つずつの並列つなぎにする。→ 今回の回路でつくることができる。(右図参照) 

 (7) 単 1電池の方が単 3電池よりも大きいが，同じ豆電球につなぐと同じ明るさでつく。 

 

４ 

 (2) 星Ｘは，北極星を中心として反時計回りに動いて見える。 

 (3) 基準である 9月 20日 21 時の 2か月後なので，＋30 度×2＝＋60度(反時計回りに 60度) ア→ウ 

 (4) 基準である 9月 20日 21 時の 2時間後なので，＋15 度×2＝＋30度(反時計回りに 30度) ア→イ 

 (5) 基準である 9月 20日 21 時の 1か月後なので，＋30 度 

                 2 時間前なので，－15度×2＝－30 度 合わせて 0度になるので，アから動いていない。 

 (6) ア→サは－60 度(時計回りに 60度)動いている。－60 度÷30度＝－2か月(2 か月前)なので，7月 20 日である。 

 (7) ア→クは＋210 度(反時計回りに 210 度)動いている。 

   9 月→12月 3 か月後なので＋90度動く。つまり、時刻の変化により＋120 度動けばよい。 

＋120 度÷15 度＝＋8時間なので，21時＋8時間＝29時＝午前 5時 とわかる。 

 (8) 北極星の高度は北緯と同じなので 35度である。アの高度は，北極星の高度である 35 度×2＝70 度になる。 

 

 

 


